
１.　はじめにー調査の目的と経過ー

　タンポポ調査とは、身近な地域でタンポポを探

して歩き回り、その地域の自然環境を調べながら、

発見したタンポポについて総苞外片の形・花や果

実の色などから、タンポポの種類を判断して、各

地域でのタンポポの分布状況の情報を集めて、地

域ごとに自然環境に対する人為の加わり方の強さ

を知ろうというものである。

　外来種のタンポポが増加していることは古くか

ら指摘されてきたが、市民参加による環境調査と

して広い範囲での調査が初めて行われたのは、

１９７０年代のことである。大阪では１９７４年から調査

が開始され、その後５年毎に調査が継続されてお

り、この間、高度経済成長によって農地や丘陵地

が次々と開発されて、住宅地や市街地に改変され

ていった結果、里山的な環境を主な分布地として

いた在来種のカンサイタンポポが減少し、新しく

造成された撹乱地に外来種が侵入して分布を拡大

していく過程が明らかにされてきている。その後、

近畿地方の各府県でも調査が行われ、多くのデー

タが集積されている。しかし、残念なことに調査

時期や調査方法が異なり、各府県の結果を直接比

較することは難しかった。

　その上、１９９０年代になって、在来種と外来種と

の間に雑種ができているということが明らかにな

り、外来種が在来種との間で雑種を作りながら広

がっていると考えられるようになった。この雑種

タンポポの多くは総苞外片が下向きか横向きで、

見ただけでは外来種と区別ができない（これを外

来種型雑種という）。今のところ、雑種であること

を確実に調べるには、���やタンパク質などの化

学成分を分析して比較するしかなく、今までと同

じ方法でタンポポ調査を行なえば、総苞外片が反

り返っているものには、純粋の外来種と雑種のタ

ンポポが含まれてしまう。さらに、最近になって

雑種にも様々なタイプがあることが発見され、中

にはまだ少数だが、総苞外片が上向きで在来種と

間違う可能性のあるもの（在来種型雑種）まで見

つかっている。

　そこで、雑種タンポポが増加している中で、近

畿各地でタンポポ調査を続けてきたグループの間

で、今後どのような方法で調査を行うのがよいの

かという意見交換をする中で、外来種や雑種がま

だそれほど多くなっていない府県も含めて、統一

した方法で近畿全域で一斉にタンポポ調査を実施

しようという声が高まり、タンポポ調査・近畿２００５

実行委員会を組織して、調査に取り組むことにな

った。

　全国から雑種タンポポの研究者を招いて研究集

会を開催するとともに、形態だけでは識別が困難

な雑種タンポポを調査の中でどのように扱うかに

ついて検討を加え、総苞外片の反り返りの状態を

詳しく観察するとともに、すべての頭花や痩果の

標本を送っていただき、総苞外片が上向きの在来

種型雑種を在来種と識別するために花粉の観察も

行うなど、いくつかの新しい方法を導入した。ま

た、一部のサンプルについては、���の解析も行

って、総苞の状態や花粉の形態などから雑種・外

来種・在来種の区別がどの程度まで可能かについ

ても検討を加えた。このように、雑種タンポポが

増加している現在、どのような調査方法が有効で

あるかを検討しながら、近畿全域における雑種を
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含めたタンポポの分布状況を調査するとともに、

過去の調査データを集大成して、近畿地方におけ

るタンポポの分布の変化も明らかにしたい。

２.　予備調査の概要

（１）２００４年予備調査と本調査について

　２００５年春に本調査を実施するのに先立って、

２００４年春に予備的な調査を行った。その結果、府

県によって調査密度に差があるものの、ほぼ近畿

全域から合計８千点弱の調査データが集まった。

（２）「タンポポ調査・近畿２００５」実行委員会の組織

＊委員長：布谷知夫（琵琶湖博物館）、副委員長：

武田義明（兵庫県生物学会）、

＊事務局：木村　進・高畠耕一郎（大阪自然環境

保全協会）、会計：宮田修（保全協会）　　　　　

　　　

＊各府県事務局：三重（佐野順子）・兵庫（人と自

然の博物館：鈴木　武）・京都（伴浩治）・奈良

（田代貢）・滋賀（琵琶湖博物館�布谷知夫）・和歌

山（県立自然博物館：内藤麻子）・大阪（保全協

会）

（３）　予備調査の方法

　２００４年４～５月を調査期間として予備調査を実

施した。調査方法については、添付した調査用紙

を見ていただきたい。４月中旬頃から調査用紙が

続々と各府県の事務局に届きだし、同封された頭

花や痩果で種類の同定を確認するとともに、花粉

を顕微鏡で観察して在来種と雑種・外来種の識別

を行った。また、これらの調査と合わせて、大阪

市大理学部の伊東明・名波哲氏に、大阪府内の３

地域から採取したタンポポを中心に、葉から抽出

した���をもとに、フローサイトメーターによる

���量の解析と葉緑体���の解析を併用して、現

在知られている３つのタイプの雑種タンポポ（３

倍体雑種・４倍体雑種・雄核単為生殖雑種）の識

別も行った。

３.　調査結果と考察

（１）調査結果の概要

 ①　府県別の調査地点数と種類構成

　今回の調査での有効データ７７５３点を府県別種類

別にまとめると、和歌山・三重・大阪・兵庫の４

府県は１０００点以上のサンプルが集まり、ほぼ全域

にわたるデータが得られている。残りの３府県は

ややデータが少なく、空白地域が残っている。全

体に占める外来種の比率は５７�で、この率は、兵

庫（７０�８�）・大阪府（６７�５�）が高く、三重県（４２�９�）

と和歌山県（４０�０�）が低かった。このうち、痩

果があって種まで同定できたセイヨウタンポポと

アカミタンポポの比は平均すると、ほぼ３：１で

あったが、この比率は、京都の２：１から和歌山

の４：１まで差があった。また、シロバナタンポ

ポの比率は府県による差が大きく、三重県

（２０�９�）と奈良県（１０�５�）・滋賀県（９�５�）で

多く発見されたのに対して、大阪府（１�７�）や京

都府（０�９�）では非常に少なかった。一方、黄花

の２倍体在来種（大部分はカンサイタンポポ）の

比率は近畿全域の平均は３４�であったが、和歌山

県の５３�８�から、兵庫県の２２�３�まで大きな差が見

られた。また、高次倍数性（３～５倍体）の黄花

在来種は三重・兵庫・滋賀の３県で計１１５地点（全

体の１�５�）確認され、これらにはキビシロタンポ

ポ・ヤマザトタンポポ・ケンサキタンポポ・クシ

バタンポポなどが含まれている。他の４府県では

高次倍数性の在来種は報告されていない。このよ

うに在来種はそれぞれ特有の興味深い分布状況を

示している。

②　生育環境別のタンポポの分布状況

　今回の調査では、タンポポを発見した環境も報

告していただいているので、生育環境別にどのよ

うな種類にタンポポが多く見つかったかを見てみ

よう。池の土手・林や林縁・社寺境内・堤防や河

原・農地の５つの里山的な環境では、在来種が過

半数を占めているのに対して、路傍や分離帯・都
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市的緑地・駐車場や造成地の３つの都市的環境で

は外来種の方が優勢であった。ここでは、雑種タ

ンポポは外来種に含まれているが、この結果は、

雑種を含めた外来種が環境の指標として有効であ

ることを示唆していると考えられる。

③　総苞外片の状態について

　今回の調査では、初めての試みとして、開花中

のタンポポの頭花の総苞外片の開き具合を５段階

に分けて記録してもらった。すべての外片が上向

きで内片に圧着しているものを□１ 、すべてが完全

に下向きのものを□５ 、外片が水平に広がり上向き

と下向きがほぼ同数のものを□３ 、それぞれの中間

を□２ ・□４ として表した（調査用紙参照）。これは、

外片の反り返りが大きいのものほど純粋な外来種

の割合が多いという関東地方での調査結果（森田・

小川ら、２００１）に基づき、１から５のタイプ毎に

雑種の比率がわかれば、この比率から雑種の割合

を求めることができると考えて、調査項目に入れ

ることになったものである。この結果、黄花の在

来種はタイプ１が圧倒的に多く、２や３がわずか

に含まれるのに対して、シロバナタンポポは少し

離れるタイプ２が最も多く、一部は下向きのタイ

プ４である。それに対して、雑種を含めた外来種

は約半数がタイプ５であるが、タイプ４も３０�を

超え、タイプ１・２のような在来種と間違う可能

性のあるものもかなり含まれていることがわかっ

た。この割合はセイヨウタンポポとアカミタンポ

ポではあまり差はなかった。

　次に雑種を含む外来種の中に占めるタイプ１・

２（総苞外片が上向きで在来種のように見える在

来種型雑種）の割合は滋賀が最も低く、大阪・兵

庫で高い値となっており、タンポポ全体に占める

外来種の割合が高い府県ほど在来種型雑種の割合

も高い。

④　花粉の形態観察の結果

　これも今回のタンポポ調査で初めて取り入れた

事項であるが、調査者が在来種と判断したものに、

在来種型雑種が含まれていないかどうかを確認す

るために、頭花から花粉を採取して顕微鏡で観察

した。この観察は総苞外片のタイプが１～３のも

のについてはすべて行い、４・５については可能

な範囲で行うものとしたが、多くの府県では予備

調査ということで、全サンプルについて行った。

その結果、２倍体在来種と同定された２６２５個体の

うち、１１６個体（４�４�）の花粉はサイズがバラバ

ラで、雑種であると判断された。また、外来種や

シロバナタンポポ・高次倍数体の在来種の花粉は

バラバラであることが確認された。また、花粉を

探してもなかったものは、外来種に多く（１５�３�）、

すでに報告のあるように４倍体雑種はほとんど花

粉を形成しないことが知られており、その可能性

が高い。この割合はセイヨウタンポポでは２割近

い（１９�１�）のに対して、アカミタンポポでは３�４�

と非常に低く、アカミタンポポには４倍体雑種が

少ない可能性が示唆される。

⑤　雑種タンポポの広がりに関する考察

　雑種タンポポの詳細については、近畿全域の分

析は済んでいないので、詳しい解析はできないが、

大阪府内の３つの地域での予備的な分析から、外

来種と判断されるタンポポの内、雑種（３倍体雑

種と４倍体雑種を含む）が占める割合は、大阪市

南部：４３�９�、堺市：７０�１�・吹田市：６９�６�とい

う値が得られている。この値はこれまで新潟市や

関東・東海地方から報告されている値（８０～９０�

前後）と比べると明らかに低く、近畿地方では純

粋な外来種が比較的多いことが予想される。

　ところで、総苞外片が反り返っているか横向き

のタイプ３～５の雑種（外来種型雑種）について

は、形態だけでは純粋な外来種と区別することは

できない。また、すべてのサンプルについて���

の解析を行なうことはできない。そこで、これら

についてはタイプ毎に行った���の分析結果か

ら、それぞれのタイプに占める雑種と純粋な外来

種の割合を求めておき、この値から雑種タンポポ
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の比率を推定できないかを今回の予備調査の課題

とした。これについては、大阪における予備的な

解析から、総苞外片が上向きのタイプ１・２は雑

種の割合が６０�以上と高く、タイプ３や少し下向

きの４になるほど純粋な外来種がしだいに多くな

り、タイプ５では８０�が純粋な外来種であるとい

う結果が得られ、これはすでに関東地方で報告さ

れている結果と一致する。

（２）メッシュによる分布地図の解析

　今回の近畿全域のタンポポ調査の結果を、１９７０

年代後半には京阪神地域を中心に行われたタンポ

ポ調査の結果（堀田１９７７ほか）と比べてみると、

１９７０年代に外来種が優勢な地域は大阪市とその周

辺～阪神間に集中し、それ以外では京都・和歌山・

奈良市周辺の一部のメッシュに限られていた（添

付のカラーチラシの分布地図参照）。一方、２００４年

の調査結果では、京阪神のほぼ全域で外来種が優

勢となり、在来種が優勢な地域は郊外の一部に残

されているのにすぎないことがわかる。このよう

に、３０年前には京阪神の都心部にのみ分布した外

来種タンポポが、この３０年間で近畿全域に分布を

急速に拡大していった様子がよくわかる。さらに、

今年の本調査では空白地域を埋めるとともに、

１９８０年代や１９９０年代のデータからもメッシュ地図

を作成して、３０年間の分布の変化を明らかにした

い。

４．おわりにー本調査に向けてー

　今回の近畿タンポポ調査２００５の目的は、近畿全

域で統一した方法で調査を行ってタンポポの分布

状況を明らかにするとともに、この調査によって

雑種タンポポの分布状況についてもできるだけ明

らかにしたいと考えている。今春行われた予備調

査は、来春の本調査に向けて調査方法を確立する

とともに、一部のサンプルについて雑種タンポポ

の解析も試みて、その調査方法で近畿全域の雑種

タンポポの分布状況を把握できるかどうかを確認

しようとするものである。

　調査開始当初は、近畿全域の２府５県に調査を

広められるか�　雑種タンポポについてもアロザ

イム解析か���の解析かいずれの方法で取り組

めばよいか�　などと問題点が多かったが、全府県

から実行委員会に参加していただき、近畿全域で

の調査体制が整った。また、雑種タンポポの解析

や調査方法についても、準備段階で開催した研究

集会にお招きしたところ、快く引き受けていただ

き、遠くから来阪いただいた森田竜義（新潟大学）・

小川潔（東京学芸大学）・芹沢俊介（愛知教育大

学）の３氏から、現時点でのタンポポ調査の問題

点や雑種タンポポの位置付け・その解析方法につ

いても的確なお話を聞かせていただき、今回の調

査方法を確定することができた。また、これまで

雑種タンポポの解析の経験がある伊東明・名波哲

（大阪市大）・鈴木武（兵庫県立人と自然の博物館）

３名にも実行委員会に加わっていただき、雑種タ

ンポポの解析も行うことができるようになった。

また、添付資料につけた予備調査の結果をまとめ

たカラーの報告チラシや本調査の調査用紙の印刷

費用は「タカラハーモニストファンド」の活動助

成によるものであり、深く感謝申し上げたい。現

在、２００５年５月末日までの日程で、これらの資料

を用いて近畿全域でタンポポ調査を行っており、

続々と調査結果が寄せられているところである。
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